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羽村市の人口（人口推移・将来人口推計） 

 

１．人口の推移（平成 24（2012）年～令和３（2021）年） 

羽村市の人口は、ここ 10年減少傾向にあり、平成 24（2012）年は、57,419人でし

たが、平成 26（2014）年には、56,000人台、平成 30（2018）年には 55,000人台とな

りました。令和３（2021）年は、54,725人となり、平成 24（2012）年と比較すると、

2,694人減少しました。 

  内訳をみると、人数と構成割合ともに、年少人口および生産年齢人口が減少し、老

年人口は増加しました。 

 

図表 羽村市の人口推移（平成 24（2012）年～令和３（2021）年） 

 

 出典 羽村市「住民基本台帳人口（毎年１月１日現在）」 

 

２．将来人口推計 

  今後のまちづくり・施政運営を考えるにあたり、平成 27 年国勢調査の人口を基準

人口とし、令和２（2020）年から、令和 47（2065）年までの人口推計を行いました。 

  本推計では、国内はもとより、国連などの公的機関における基本的な枠組となって

いる「コーホート要因法」による推計を行いました。コーホート要因法とは、人口変

動の三大要素（出生・死亡・移動）について、将来の仮定値を男女別・年齢別に設定

することで、基準時点の人口（基準人口）から一定期間後の将来人口を推計し、同様

の操作を繰り返すことによって将来人口を推計する方法です。 

  現住人口、生残率、合計特殊出生率、女性 5歳階級別の出生率、出生性比には（ア）

～（エ）の仮定値および、（オ）純移動率（平成 22（2010）年～平成 27（2015）年ま

での直近 5年間の純移動率の実績）を用いた推計を行いました。 

  推計人口を総人口、年齢別人口、男女別人口に分けて推移をみます。 

【資料５】 
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【推計の仮定値】 

（ア） 現住人口（基準人口） 

   国勢調査における平成 27（2015）年 10月 1日の男女別・各歳別実績人口を用いました。なお、年齢不詳者人口に

ついては年齢別人口への按分を行いました。 

 

（イ） 生残率の設定 

   平成 27（2015）年の国勢調査結果に基づき社人研が平成 30（2018）年 3月に公表した「日本の地域別将来推計人

口（平成 30（2018）年推計）」より、本市の男女別・5歳階級別の将来生残率仮定値を用いました。 

 

（ウ） 合計特殊出生率、女性５歳階級別の出生率 

   平成 30（2018）年の本市の合計特殊出生率の実績値について、社人研が平成 25（2013）年に公表した合計特殊出

生率の全国推計値の増減率を乗じた値を、将来における本市の合計特殊出生率の仮定値として用いました。 

   上記の将来の合計特殊出生率の仮定値について、平成 30（2018）年時点における本市の母親の年齢階級別出生数

の構成比を乗じた値を、将来における本市の女性 5歳階級別の出生率の仮定値として用いました。 

 

（エ） 出生性比 

 本推計では平成 12（2000）年～平成 27（2015）年までの本市における 0 歳～4 歳人口の男女性比の平均値を出

生性比とし、それが将来も続くものと仮定しました。 

 

（オ） 純移動率の設定 

   男女別・各歳別に純移動率を求めました。 

   なお、純移動率の算出にあたっては、人口変動を伴う将来の特殊要因（マンションの大規模開発や、大企業誘致

等）は加味していません。 

＜平成 22（2010）年～平成 27（2015）年までの直近 5年間の純移動率の実績＞ 
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推計結果 

・平成 27（2015）年 10月 1日の総人口（実績）は 55,833人（国勢調査人口） 

・令和 2（2020）年以降は減少が続く 

・令和 17（2035）年には 40,000人台、令和 37（2055）年には 30,000人台に減少 

 

図表 羽村市の将来人口推計の結果（年齢 3区分別） 

 
 

 

注：平成 27（2015）年のみ国勢調査における実績値 

図表 羽村市の将来人口推計の結果（全人口） 
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注：平成 27（2015）年のみ国勢調査における実績値 

 

 

 

注：平成 27（2015）年のみ国勢調査における実績値 

図表 羽村市の将来人口推計の結果（男性・年齢別） 

図表 羽村市の将来人口推計の結果（女性・年齢別） 


